




研究要旨 妊産婦死亡の主たる原因である分娩周辺の大量出血に対しては輸血が最も有効

な治療法であり、いかに迅速に輸血に対応できるかが妊産婦死亡の回避につながる。昨年

度までの調査では分娩周辺の大量出血の予測は困難で、いかに迅速に輸血を行えるかが母

体救命の鍵と考えられた。本研究では産科臨床の場での輸血に対する対応状況を調査し、

システム上の問題点を明らかにする。 


